
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 穴吹デザイン専門学校 
設置者名 学校法人穴吹学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

工業専門 

建築学科 
夜 ・

通信 
200 時間 160 時間  

インテリアデザ

イン学科 

夜 ・

通信 
200 時間 160 時間  

文化・教養専門 

商品企画デザイ

ン学科 

夜 ・

通信 
200 時間 160 時間  

グラフィックデ

ザイン学科 

夜 ・

通信 
180 時間 160 時間  

マンガ・アニメー

ション学科 

夜 ・

通信 
240 時間 160 時間  

ＣＧ・ゲーム学科 
夜 ・

通信 
180 時間 160 時間  

ネット動画クリ

エイター学科 

夜 ・

通信 
162 時間 160 時間  

（備考） 

 

 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
 

https://web.anabukih.ac.jp/wp-

content/uploads/2022/06/dcd7790f87c6f5b46bb417e20d48374e.pdf 

 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 穴吹デザイン専門学校 
設置者名 学校法人穴吹学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
 

 

https://web.anabukih.ac.jp/wp-

content/uploads/2022/06/b72a9f33b11af089c703f9e6984803e2.pdf 

 

 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

常勤 企業代表取締役 
令和 3年 5月 26 日 

～令和 5年 5月 25日 

学校経営に関する

提言 

非常勤 他法人役員 
令和 3年 5月 26 日 

～令和 5年 5月 25日 

学校経営に関する

提言 

（備考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 穴吹デザイン専門学校 

設置者名 学校法人穴吹学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

９月～１０月頃に学校関係者評価委員会・教育課程編成委員会を開催して 

カリキュラムの方針を定め、１２月～１月頃に学科ごとにカリキュラムを 

作成する。 

 

２月頃に授業科目ごとに科目担当教員が来年度のシラバスを作成し、 

３月に学科会議により内容を協議のうえ最終決定し、４月に学生に配布 

するとともに学校ホームページで公表している。 

 

授業の概要、授業終了時の到達目標、使用する教科書教材、成績の評価 

基準と評価率、準備学習の指示等を明記している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業計画書の公表方法 

 

 

https://web.anabukih.ac.jp/pdf/2019/guideli

ne.pdf 

 

 



  

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 
①授業科目の成績評価は、学年末において各学期末に行う試験、演習の成果、 

履修状況等を総合的に勘案して行う。 

 
②成績評価は、期末試験のほか、出席率・課題・レポートを参考として総合的に 

評価する。 

 
③評価基準は A,B,C,D の４段階とし、A,B,C を合格とする。 

A(100～80 点)・B(79～70 点)・C(69～60 点)・D(59 点以下)とし、各科目で規定 

している出席率に満たない者は、当該科目の期末試験の受験資格を失い、 

D 評価になる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

学科ごとに成績分布状況を把握するため、半期終了時点で履修した全ての 

科目についてシラバスに記載されている評価基準に基づき点数化（１００ 

点満点）し、合計した上でその平均点を算出する。 

 

上記のことを電子版学生手帳に明記し学生に公開している。また、学校の 

Web サイトで一般公開も行っている。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

 

https://www.anabuki.ac.jp/pdf/hiroshima/sei

seki.pdf 

 



  

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 



  

 

 

 

 

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

卒業の認定方針（卒業までに身につける能力を定めた基本方針） 

 

【建築学科】 

・建築を多面的な視野で捉え、関連する分野との連携に長けた円滑な 

コミュニケーションができる。 

 ・社会の変化から未来を汲み取り、専門的な技術力をベースに価値ある 

場所を提案できる。 

 ・積極的かつ謙虚に自分の個性を組織や社会の中で活かす意欲を持って 

いる。 

 

【インテリアデザイン学科】 

 ・インテリアを多面的な視野で捉え、関連する分野との連携に長けた 

  円滑なコミュニケーションができる。 

 ・世の中の流れを敏感に察知し、人の暮らしにとって価値ある空間を 

提案できる。 

 ・積極的かつ謙虚に自分の個性を組織や社会の中で活かす意欲を持って 

いる。 

 

【商品企画デザイン学科】 

 ・社会への分析的な眼差しで、編集的な視点から新しい価値を示す 

企画や商品を提案できる。 

 ・造形やモノづくりのプロセスを学んだ体験からプロデュース能力を 

兼ね備えている。 

 ・積極的かつ謙虚に自分の個性を組織や社会の中で活かす意欲を持って 

いる。 

 

【グラフィックデザイン学科】 

 ・ニーズを汲み取るコミュニケーション能力を備えている。 

・社会の変化に柔軟に対応し，多様な媒体を視野にデザインの企画や 

 表現が提案できる。 

 ・積極的かつ謙虚に自分の個性を組織や社会の中で活かす意欲を持って 

いる。 

 

【マンガ・アニメーション学科】 

 ・クライアントや取引先と仕事上のコミュニケーションが出来る能力を 

備えている。 

 ・マンガ家・アニメーター・イラストレーター・作家として要求に 

応える技術を身に付けている。 

 ・積極的かつ謙虚に自分の個性を組織や社会の中で活かす意欲を持って 

いる。 

 



  

 

【ＣＧ・ゲーム学科】 

 ・クリエイターとして主体的・継続的に創作への可能性を追求する 

姿勢を身に付けている。 

・コンピュータグラフィックスを使ったコンテンツ制作の基本技術を 

 備えている。 

・積極的かつ謙虚に自分の個性を組織や社会の中で活かす意欲を持って 

いる。 

 

【ネット動画クリエイター学科】 

 ・クリエイターとして主体的・継続的に創作への可能性を追求できる。 

・動画編集(撮影・シナリオ・PR 手法を含む)を活用したコンテンツを 

制作できる。 

・積極的かつ謙虚に自分の個性を組織や社会の中で活かす意欲を持って 

いる。 

 

卒業の認定について 

校長の行う卒業の判定は学年末におこなう卒業・進級判定会議にて、 

試験、平素の成績、出席日数等により行う。 

 

卒業条件 

① 卒業制作を行っていること。 

② 成績評価がすべて C 以上であること。 

③  原則として年間総授業時間数の８０%以上出席していること。 

上記の条件をすべて満たした者は校長が卒業を認定する。 

 

卒業判定会議 

通年の評価において再試・追課題・指定当校の後なおかつ D評価の者は 

卒業判定会議にかかるものとする。 

 

上記について Web サイトで公開している。 

卒業判定会議は議事録により適切な実施の確認を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

 
 

https://web.anabukih.ac.jp/wp-

content/uploads/2022/06/16217ea292e9

1d036b1d207093b8f0e0.pdf 

 

 



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 穴吹デザイン専門学校 
設置者名 学校法人穴吹学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
https://web.anabukih.ac.jp/wp-

content/uploads/2022/06/abb7758ba9a9b6a340b63f27f246ce7c.pdf 

収支計算書又

は損益計算書 
https://web.anabukih.ac.jp/wp-

content/uploads/2022/06/abb7758ba9a9b6a340b63f27f246ce7c.pdf 

財産目録 
https://web.anabukih.ac.jp/wp-

content/uploads/2022/06/13a98c179cf794f64704f965e99c43f3.pdf 

事業報告書 
https://web.anabukih.ac.jp/wp-

content/uploads/2022/06/10f24a4a1741427a196bd76032e2ed56.pdf 

監事による監

査報告（書） 
https://web.anabukih.ac.jp/wp-

content/uploads/2022/06/abb7758ba9a9b6a340b63f27f246ce7c.pdf 
 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門 建築学科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2 年 

 

 

昼間 

 

1,700 単位時間 

540 

単位時間

/単位 

1,376 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

1,916 単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

40 人 45 人 0 人 2 人 19 人 21 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

 

９月～１０月頃に学校関係者評価委員会・教育課程編成委員会を開催して 

カリキュラムの方針を定め、１２月～１月頃に学科ごとにカリキュラムを 

作成する。 

 

２月頃に授業科目ごとに科目担当教員が来年度のシラバスを作成し、 

３月に学科会議により内容を協議のうえ最終決定し、４月に学生に配布 

するとともに学校ホームページで公表している。 

 

授業の概要、授業終了時の到達目標、使用する教科書教材、成績の評価 

基準と評価率、準備学習の指示等を明記している。 



  

成績評価の基準・方法 

（概要） 

 

学年末において、各学期末に行う試験、演習の成果、履修状況を総合的に 

勘案して評価し、履修を認定している。 

 

学科ごとに成績分布状況を把握するため、半期終了時点で履修した全ての 

科目についてシラバスに記載されている評価基準に基づき点数化（１００ 

点満点）し、合計した上でその平均点を算出する。 

 

上記のことを電子版学生手帳に明記し学生に公開している。また、学校の 

Web サイトで一般公開も行っている。 

 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

 

卒業までに身につける能力を定めた基本方針 

・建築を多面的な視野で捉え、関連する分野との連携に長けた円滑な 

コミュニケーションができる。 

・社会の変化から未来を汲み取り、専門的な技術力をベースに価値ある 

場所を提案できる。 

・積極的かつ謙虚に自分の個性を組織や社会の中で活かす意欲を持っている。 

 

卒業の認定について 

校長の行う卒業の判定は学年末におこなう卒業・進級判定会議にて、 

試験、平素の成績、出席日数等により行う。 

 

卒業条件 

① 卒業制作を行っていること。 

② 成績評価がすべて C 以上であること。 

③ 原則として年間総授業時間数の８０%以上出席していること。 

上記の条件をすべて満たした者は校長が卒業を認定する。 

 

卒業判定会議 

通年の評価において再試・追課題・指定当校の後なおかつ D評価の者は 

卒業判定会議にかかるものとする。 

上記について電子版学生手帳および Web サイトで公開している。 

卒業判定会議は議事録により適切な実施の確認を行っている。 

 

学修支援等 

（概要） 

 

心身ともに健康な学生生活を送ることができるよう学生相談室を設け、 

カウンセラーによるこころの相談を受け付けている。 

 

 



  

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 10 人

（100％）

0人 

（ 0.0％） 

9 人

（ 90.0％）

1人

（ 10.0％）

（主な就職、業界等） 

 

㈱青山装飾・㈱池下工務店・㈱中村工社・㈱ユニバーサル建設 他 

住宅・建設業界・サインディスプレイ業界 等 

 

（就職指導内容） 

 

１年次から就職キャリアセンター職員による就職支援授業を実施。 

２年次はチューターと連携した進路指導・サポートを実施している。 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 

ユニバーサルデザインコーディネーター３級 合格率１００% 

 

（備考）（任意記載事項） 

 

求人票等を学生個人にメールにて配信し、求人情報の共有を図っている。 

また、学内企業説明会を令和 3 年度は複数回実施。職業に出会い内定に 

直結する支援を実施している。 

 

 

 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  32 人 3 人 9.4％ 

（中途退学の主な理由） 

 

進路変更 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 

アンケート実施により個々の問題点を把握し、チューターおよび、 

カウンセラーなどによる面談を実施、指導履歴作成と情報共有。 

また、経済的事情等や進路変更で就業が必要な場合はガイダンスや 

支援機会の提供などを実施。 

 

 



  

 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門 
インテリアデザイン

学科 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2 年 

 

 

昼間 

 

1,700 単位時間 

420 

単位時間

/単位 

1,556 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

1,976 単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60 人 50 人 2 人 2 人 21 人 23 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

 

９月～１０月頃に学校関係者評価委員会・教育課程編成委員会を開催して 

カリキュラムの方針を定め、１２月～１月頃に学科ごとにカリキュラムを 

作成する。 

 

２月頃に授業科目ごとに科目担当教員が来年度のシラバスを作成し、３月に 

学科会議により内容を協議のうえ最終決定し、４月に学生に配布するとともに 

学校ホームページで公表している。 

 

授業の概要、授業終了時の到達目標、使用する教科書教材、成績の評価基準と 

評価率、準備学習の指示等を明記している。 

 

 

 

 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

 

学年末において、各学期末に行う試験、演習の成果、履修状況を総合的に 

勘案して評価し、履修を認定している。 

 

学科ごとに成績分布状況を把握するため、半期終了時点で履修した全ての 

科目についてシラバスに記載されている評価基準に基づき点数化（１００点 

満点）し、合計した上でその平均点を算出する。 

 

上記のことを電子版学生手帳に明記し学生に公開している。また、学校の 

Web サイトで一般公開も行っている。 

 

 

 

 



  

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

 

卒業までに身につける能力を定めた基本方針 

・インテリアを多面的な視野で捉え、関連する分野との連携に長けた円滑な 

コミュニケーションができる。 

・世の中の流れを敏感に察知し、人の暮らしにとって価値ある空間を提案 

できる。 

・積極的かつ謙虚に自分の個性を組織や社会の中で活かす意欲を持っている。 

 

卒業の認定について 

校長の行う卒業の判定は学年末におこなう卒業・進級判定会議にて、 

試験、平素の成績、出席日数等により行う。 

 

卒業条件 

① 卒業制作を行っていること。 

② 成績評価がすべて C 以上であること。 

③ 原則として年間総授業時間数の８０%以上出席していること。 

上記の条件をすべて満たした者は校長が卒業を認定する。 

 

卒業判定会議 

通年の評価において再試・追課題・指定当校の後なおかつ D評価の 

者は卒業判定会議にかかるものとする。 

上記について電子版学生手帳および Web サイトで公開している。 

卒業判定会議は議事録により適切な実施の確認を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学修支援等 

（概要） 

 

心身ともに健康な学生生活を送ることができるよう学生相談室を設け、 

カウンセラーによるこころの相談を受け付けている。 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 36 人

（100％）

0人 

（ 0.0％） 

33 人

（ 91.7％）

3人

（ 8.3％）

（主な就職、業界等） 

 

㈱イワナミ・積水ハウス㈱広島支社・住友林業アーキテクノ㈱ 他 

住宅業界・エクステリア業界 他 

 

（就職指導内容） 

 

１年次から就職キャリアセンター職員による就職支援授業を実施。 

２年次はチューターと連携した進路指導・サポートを実施している。 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 

ユニバーサルデザインコーディネーター３級 合格率１００% 

 

 

（備考）（任意記載事項） 

 

求人票を学生個人にメールにて配信し、求人情報の共有を図っている。 

また、学内企業説明会を令和 3 年度は複数回実施。職業に出会い内定に 

直結する支援を実施している。 

 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 68 人 7 人 10.3％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更・健康上の理由 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 

アンケート実施により個々の問題点を把握し、チューターおよび、 

カウンセラーなどによる面談を実施、指導履歴作成と情報共有。 

また、経済的事情等や進路変更で就業が必要な場合はガイダンスや 

支援機会の提供などを実施。 

 

 

 

 

 
 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 
文化・教養 

専門 

商品企画デザイン 

学科 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2 年 

 

 

昼間 

 

1,700 単位時間 

246 

単位時間

/単位 

1,550 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

1,796 単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

30 人 30 人 1 人 1 人 14 人 15 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

 

９月～１０月頃に学校関係者評価委員会・教育課程編成委員会を開催して 

カリキュラムの方針を定め、１２月～１月頃に学科ごとにカリキュラムを 

作成する。 

 

２月頃に授業科目ごとに科目担当教員が来年度のシラバスを作成し、３月に 

学科会議により内容を協議のうえ最終決定し、４月に学生に配布するとともに 

学校ホームページで公表している。 

 

授業の概要、授業終了時の到達目標、使用する教科書教材、成績の評価基準と 

評価率、準備学習の指示等を明記している。 

 

 

 

 

 

 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

 

学年末において、各学期末に行う試験、演習の成果、履修状況を総合的に 

勘案して評価し、履修を認定している。 

 

学科ごとに成績分布状況を把握するため、半期終了時点で履修した全ての 

科目についてシラバスに記載されている評価基準に基づき点数化（１００点 

満点）し、合計した上でその平均点を算出する。 

 

上記のことを電子版学生手帳に明記し学生に公開している。また、学校の 

Web サイトで一般公開も行っている。 

 

 

 

 



  

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

 

卒業までに身につける能力を定めた基本方針 

・社会への分析的な眼差しで、編集的な視点から新しい価値を示す企画や 

商品を提案できる。 

・造形やモノづくりのプロセスを学んだ体験からプロデュース能力を兼ね 

備えている。 

・積極的かつ謙虚に自分の個性を組織や社会の中で活かす意欲を持っている。 

 

卒業の認定について 

校長の行う卒業の判定は学年末におこなう卒業・進級判定会議にて、 

試験、平素の成績、出席日数等により行う。 

 

卒業条件 

① 卒業制作を行っていること。 

② 成績評価がすべて C 以上であること。 

③ 原則として年間総授業時間数の８０%以上出席していること。 

上記の条件をすべて満たした者は校長が卒業を認定する。 

 

卒業判定会議 

通年の評価において再試・追課題・指定当校の後なおかつ D評価の 

者は卒業判定会議にかかるものとする。 

上記について電子版学生手帳および Web サイトで公開している。 

卒業判定会議は議事録により適切な実施の確認を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学修支援等 

（概要） 

 

心身ともに健康な学生生活を送ることができるよう学生相談室を設け、 

カウンセラーによるこころの相談を受け付けている。 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 10 人

（100％）

0人 

（ 0.0％） 

9 人

（ 90.0％）

1人

（ 10.0％）

（主な就職、業界等） 

 

アクタス広島・㈱近江屋・㈱かこ川商店・このみやグループ 他 

雑貨家具販売業界・服飾リフォーム業界・リサイクル業界 等 

 

（就職指導内容） 

 

１年次から就職キャリアセンター職員による就職支援授業を実施。 

２年次はチューターと連携した進路指導・サポートを実施している。 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 

ユニバーサルデザインコーディネーター３級 合格率１００% 

 

（備考）（任意記載事項） 

 

求人票を学生個人にメールにて配信し、求人情報の共有を図っている。 

また、学内企業説明会を令和 3 年度は複数回実施。職業に出会い内定に 

直結する支援を実施している。 

 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  24 人 0 人 0.0％ 

（中途退学の主な理由） 

 

 

 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 

アンケート実施により個々の問題点を把握し、チューターおよび、 

カウンセラーなどによる面談を実施、指導履歴作成と情報共有。 

また、経済的事情等や進路変更で就業が必要な場合はガイダンスや 

支援機会の提供などを実施。 

 

 

 

 
 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 
文化・教養 

専門 

グラフィック 

デザイン学科 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2 年 

 

 

昼間 

 

1,700 単位時間 

240 

単位時間

/単位 

2,420 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

2,660 単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

110 人 101 人 1 人 5 人 17 人 22 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

 

９月～１０月頃に学校関係者評価委員会・教育課程編成委員会を開催して 

カリキュラムの方針を定め、１２月～１月頃に学科ごとにカリキュラムを 

作成する。 

 

２月頃に授業科目ごとに科目担当教員が来年度のシラバスを作成し、３月に 

学科会議により内容を協議のうえ最終決定し、４月に学生に配布するとともに 

学校ホームページで公表している。 

 

授業の概要、授業終了時の到達目標、使用する教科書教材、成績の評価基準と 

評価率、準備学習の指示等を明記している。 

 

 

 

 

 

 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

 

学年末において、各学期末に行う試験、演習の成果、履修状況を総合的に 

勘案して評価し、履修を認定している。 

 

学科ごとに成績分布状況を把握するため、半期終了時点で履修した全ての 

科目についてシラバスに記載されている評価基準に基づき点数化（１００点 

満点）し、合計した上でその平均点を算出する。 

 

上記のことを電子版学生手帳に明記し学生に公開している。また、学校の 

Web サイトで一般公開も行っている。 

 

 

 

 



  

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

 

卒業までに身につける能力を定めた基本方針 

・ニーズを汲み取るコミュニケーション能力を備えている。 

・社会の変化に柔軟に対応し，多様な媒体を視野にデザインの企画や 

表現が提案できる。 

・積極的かつ謙虚に自分の個性を組織や社会の中で活かす意欲を持って 

いる。 

 

卒業の認定について 

校長の行う卒業の判定は学年末におこなう卒業・進級判定会議にて、 

試験、平素の成績、出席日数等により行う。 

 

卒業条件 

① 卒業制作を行っていること。 

② 成績評価がすべて C 以上であること。 

③ 原則として年間総授業時間数の８０%以上出席していること。 

上記の条件をすべて満たした者は校長が卒業を認定する。 

 

卒業判定会議 

通年の評価において再試・追課題・指定当校の後なおかつ D評価の 

者は卒業判定会議にかかるものとする。 

上記について電子版学生手帳および Web サイトで公開している。 

卒業判定会議は議事録により適切な実施の確認を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学修支援等 

（概要） 

 

心身ともに健康な学生生活を送ることができるよう学生相談室を設け、 

カウンセラーによるこころの相談を受け付けている。 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 55 人

（100％）

0人 

（ 0.0％） 

49 人

（ 89.1％）

6人

（ 10.9％）

（主な就職、業界等） 

 

㈱スペースエイジ・㈱トッパングラフィックコミュニケーションズ 他 

グッズデザイン業界・グラフィックデザイン業界 等 

 

（就職指導内容） 

 

１年次から就職キャリアセンター職員による就職支援授業を実施。 

２年次はチューターと連携した進路指導・サポートを実施している。 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 

Ｉｌｌｕｓｔｒａｏｒクリエイター能力認定試験スタンダード 合格率 92.7% 

 

 

（備考）（任意記載事項） 

 

求人票を学生個人にメールにて配信し、求人情報の共有を図っている。 

また、学内企業説明会を令和 3 年度は複数回実施。職業に出会い内定に 

直結する支援を実施している。 

 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 104 人 3 人 2.9％ 

（中途退学の主な理由） 

 

健康上の理由 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 

アンケート実施により個々の問題点を把握し、チューターおよび、 

カウンセラーなどによる面談を実施、指導履歴作成と情報共有。 

また、経済的事情等や進路変更で就業が必要な場合はガイダンスや 

支援機会の提供などを実施。 

 

 

 

 



  

 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 
文化・教養 

専門 

マンガ・ 

アニメーション学科 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2 年 

 

 

昼間 

 

1,700 単位時間 

320 

単位時間

/単位 

3,010 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

3,330 単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

80 人 66 人 0 人 3 人 8 人 11 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

 

９月～１０月頃に学校関係者評価委員会・教育課程編成委員会を開催して 

カリキュラムの方針を定め、１２月～１月頃に学科ごとにカリキュラムを 

作成する。 

 

２月頃に授業科目ごとに科目担当教員が来年度のシラバスを作成し、３月に 

学科会議により内容を協議のうえ最終決定し、４月に学生に配布するとともに 

学校ホームページで公表している。 

 

授業の概要、授業終了時の到達目標、使用する教科書教材、成績の評価基準と 

評価率、準備学習の指示等を明記している。 

 

 

 

 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

 

学年末において、各学期末に行う試験、演習の成果、履修状況を総合的に 

勘案して評価し、履修を認定している。 

 

学科ごとに成績分布状況を把握するため、半期終了時点で履修した全ての 

科目についてシラバスに記載されている評価基準に基づき点数化（１００点 

満点）し、合計した上でその平均点を算出する。 

 

上記のことを電子版学生手帳に明記し学生に公開している。また、学校の 

Web サイトで一般公開も行っている。 

 

 

 

 



  

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

 

卒業までに身につける能力を定めた基本方針 

 

・クライアントや取引先と仕事上のコミュニケーションが出来る能力を 

備えている。 

・マンガ家・アニメーター・イラストレーター・作家として要求に 

応える技術を身に付けている。 

・積極的かつ謙虚に自分の個性を組織や社会の中で活かす意欲を持って 

いる。 

 

卒業の認定について 

校長の行う卒業の判定は学年末におこなう卒業・進級判定会議にて、 

試験、平素の成績、出席日数等により行う。 

 

卒業条件 

① 卒業制作を行っていること。 

② 成績評価がすべて C 以上であること。 

③ 原則として年間総授業時間数の８０%以上出席していること。 

上記の条件をすべて満たした者は校長が卒業を認定する。 

 

卒業判定会議 

通年の評価において再試・追課題・指定当校の後なおかつ D評価の 

者は卒業判定会議にかかるものとする。 

上記について電子版学生手帳および Web サイトで公開している。 

卒業判定会議は議事録により適切な実施の確認を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学修支援等 

（概要） 

 

心身ともに健康な学生生活を送ることができるよう学生相談室を設け、 

カウンセラーによるこころの相談を受け付けている。 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 30 人

（100％）

0人 

（ 0.0％） 

24 人

（ 80.0％）

6人

（ 20.0％）

（主な就職、業界等） 

 

アニタス神戸・㈱エイジェック・東洋ワーク㈱ 他 

アニメーション業界・製造業界 等 

 

（就職指導内容） 

 

１年次から就職キャリアセンター職員による就職支援授業を実施。 

２年次はチューターと連携した進路指導・サポートを実施している。 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 

Ｉｌｌｕｓｔｒａｏｒクリエイター能力認定試験スタンダード 合格率 66.7% 

 

 

（備考）（任意記載事項） 

 

求人票を学生個人にメールにて配信し、求人情報の共有を図っている。 

また、学内企業説明会を令和 3 年度は複数回実施。職業に出会い内定に 

直結する支援を実施している。 

 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 67 人 5 人 7.5％ 

（中途退学の主な理由） 

 

健康上の理由 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 

アンケート実施により個々の問題点を把握し、チューターおよび、 

カウンセラーなどによる面談を実施、指導履歴作成と情報共有。 

また、経済的事情等や進路変更で就業が必要な場合はガイダンスや 

支援機会の提供などを実施。 

 

 

 

 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 
文化・教養 

専門 
CG・ゲーム学科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2 年 

 

 

昼間 

 

1,700 単位時間 

290 

単位時間

/単位 

2,630 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

2,920 単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

70 人 62 人 0 人 2 人 9 人 11 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

 

９月～１０月頃に学校関係者評価委員会・教育課程編成委員会を開催して 

カリキュラムの方針を定め、１２月～１月頃に学科ごとにカリキュラムを 

作成する。 

 

２月頃に授業科目ごとに科目担当教員が来年度のシラバスを作成し、３月に 

学科会議により内容を協議のうえ最終決定し、４月に学生に配布するとともに 

学校ホームページで公表している。 

 

授業の概要、授業終了時の到達目標、使用する教科書教材、成績の評価基準と 

評価率、準備学習の指示等を明記している。 

 

 

 

 

 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

 

学年末において、各学期末に行う試験、演習の成果、履修状況を総合的に 

勘案して評価し、履修を認定している。 

 

学科ごとに成績分布状況を把握するため、半期終了時点で履修した全ての 

科目についてシラバスに記載されている評価基準に基づき点数化（１００点 

満点）し、合計した上でその平均点を算出する。 

 

上記のことを電子版学生手帳に明記し学生に公開している。また、学校の 

Web サイトで一般公開も行っている。 

 

 

 

 

 



  

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

 

卒業までに身につける能力を定めた基本方針 

・クリエイターとして主体的・継続的に創作への可能性を追求する 

姿勢を身に付けている。 

・コンピュータグラフィックスを使ったコンテンツ制作の基本技術を 

備えている。 

・積極的かつ謙虚に自分の個性を組織や社会の中で活かす意欲を持って 

いる。 

 

卒業の認定について 

校長の行う卒業の判定は学年末におこなう卒業・進級判定会議にて、 

試験、平素の成績、出席日数等により行う。 

 

卒業条件 

① 卒業制作を行っていること。 

② 成績評価がすべて C 以上であること。 

③ 原則として年間総授業時間数の８０%以上出席していること。 

上記の条件をすべて満たした者は校長が卒業を認定する。 

 

卒業判定会議 

通年の評価において再試・追課題・指定当校の後なおかつ D評価の 

者は卒業判定会議にかかるものとする。 

上記について電子版学生手帳および Web サイトで公開している。 

卒業判定会議は議事録により適切な実施の確認を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学修支援等 

（概要） 

 

心身ともに健康な学生生活を送ることができるよう学生相談室を設け、 

カウンセラーによるこころの相談を受け付けている。 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 35 人

（100％）

0人 

（ 0.0％） 

32 人

（ 91.4％）

3人

（ 8.6％）

（主な就職、業界等） 

 

㈱gumi・㈱カプコン・㈱スペースエイジ・ダイキョーニシカワ㈱ 他 

ゲーム業界・デザイン業界・製造業界 等 

 

（就職指導内容） 

 

１年次から就職キャリアセンター職員による就職支援授業を実施。 

２年次はチューターと連携した進路指導・サポートを実施している。 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 

ＣＧクリエイター検定ベーシック 合格率 79.4% 

 

（備考）（任意記載事項） 

 

求人票を学生個人にメールにて配信し、求人情報の共有を図っている。 

また、学内企業説明会を令和 3 年度は複数回実施。職業に出会い内定に 

直結する支援を実施している。 

 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  68 人 1 人 1.5％ 

（中途退学の主な理由） 

 

健康上の理由 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 

アンケート実施により個々の問題点を把握し、チューターおよび、 

カウンセラーなどによる面談を実施、指導履歴作成と情報共有。 

また、経済的事情等や進路変更で就業が必要な場合はガイダンスや 

支援機会の提供などを実施。 

 

 

 

 

 
 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 
文化・教養 

専門 

ネット動画 

クリエイター学科 
  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2 年 

 

 

昼間 

 

1,700 単位時間 

252 

単位時間

/単位 

1,448 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

1,700 単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

20 人 9 人 0 人 1 人 3 人 4 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

 

９月～１０月頃に学校関係者評価委員会・教育課程編成委員会を開催してカリキ

ュラムの方針を定め、１２月～１月頃に学科ごとにカリキュラムを作成する。 

 

２月頃に授業科目ごとに科目担当教員が来年度のシラバスを作成し、３月に学科

会議により内容を協議のうえ最終決定し、４月に学生に配布するとともに学校ホ

ームページで公表している。 

 

授業の概要、授業終了時の到達目標、使用する教科書教材、成績の評価基準と評

価率、準備学習の指示等を明記している。 

 

 

 

 

 

 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

 

学年末において、各学期末に行う試験、演習の成果、履修状況を総合的に勘案し

て評価し、履修を認定している。 

 

学科ごとに成績分布状況を把握するため、半期終了時点で履修した全ての科目に

ついてシラバスに記載されている評価基準に基づき点数化（１００点満点）し、

合計した上でその平均点を算出する。 

 

上記のことを電子版学生手帳に明記し学生に公開している。また、学校の Web サ

イトで一般公開も行っている。 

 

 

 

 

 



  

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

 

卒業までに身につける能力を定めた基本方針 

・クリエイターとして主体的・継続的に創作への可能性を追求できる。 

・動画編集(撮影・シナリオ・PR 手法を含む)を活用したコンテンツを 

制作できる。 

・積極的かつ謙虚に自分の個性を組織や社会の中で活かす意欲を持って 

いる。 

 

卒業の認定について 

校長の行う卒業の判定は学年末におこなう卒業・進級判定会議にて、 

試験、平素の成績、出席日数等により行う。 

 

卒業条件 

① 卒業制作を行っていること。 

② 成績評価がすべて C 以上であること。 

③ 原則として年間総授業時間数の８０%以上出席していること。 

上記の条件をすべて満たした者は校長が卒業を認定する。 

 

卒業判定会議 

通年の評価において再試・追課題・指定当校の後なおかつ D評価の 

者は卒業判定会議にかかるものとする。 

上記について電子版学生手帳および Web サイトで公開している。 

卒業判定会議は議事録により適切な実施の確認を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学修支援等 

（概要） 

 

心身ともに健康な学生生活を送ることができるよう学生相談室を設け、 

カウンセラーによるこころの相談を受け付けている。 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 0 人

（100％）

0人 

（ 0.0％） 

0 人

（ 0.0％）

0人

（ 0.0％）

（主な就職、業界等） 

 

※令和 4年 4月に学科を新設したため卒業者・進学者・就職者なし。 

 

 

 

（就職指導内容） 

 

１年次から就職キャリアセンター職員による就職支援授業を実施。 

２年次はチューターと連携した進路指導・サポートを実施する。 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 

インターネットベーシックユーザーテスト 受験待ち 

 

（備考）（任意記載事項） 

 

求人票を学生個人にメールにて配信し、求人情報の共有を図る。 

職業に出会い内定に直結する進路支援を実施する。 

 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  0 人 0 人 0.0％ 

（中途退学の主な理由） 

 

※令和 4年 4月に学科を新設したため中途退学者なし。 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 

アンケート実施により個々の問題点を把握し、チューターおよび、 

カウンセラーなどによる面談を実施、指導履歴作成と情報共有。 

また、経済的事情等や進路変更で就業が必要な場合はガイダンスや 

支援機会の提供などを実施。 

 

 

 

 

 



  

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 

備考（任意記載事

項） 

建築学科   

140,000 円

980,000 円

105,000 円
各学科の 

「その他の費用」

は実習・行事費 

インテリアデザイン 

学科    
980,000 円

商品企画デザイン 

学科    
990,000 円

グラフィック 

デザイン学科  
990,000 円

マンガ・ 

アニメーション学科 
990,000 円

CG・ゲーム学科  1,000,000 円

ネット動画 

クリエイター学科 1,000,000 円

修学支援（任意記載事項） 

 

学費免除の奨学金制度、高資格・検定取得者への奨学金制度、遠方からの入学生に対

する奨学金制度、親族入学優遇制度にて修学支援を実施。 

 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

 

https://www.anabuki.ac.jp/pdf/2021/adh/adh-rating-

2.pdf?_ga=2.241010179.1246980320.1656899418-

1617545246.1575427892&_bdsid=3X3qDD.o2ylBm9.1656899417414.1656899433&_bd

_prev_page=https%3A%2F%2Fweb.anabukih.ac.jp%2Finfo%2Finformation%2F&_bdr

pf=1&_bdld=3X3qDD.o2ylBm9.1656899433 

 

自己評価委員会は毎年 11 月に実施。(令和 3年度は 2022 年 1 月に実施) 

議事録は事務所内で希望者全員に閲覧可能な状態としている。 
 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

 

・主な評価項目 

（１）教育理念・目標（２）学校運営（３）教育活動（４）学修成果 

（５）学生支援（６）教育環境（７）学生の受入れ募集（８）財務 

（９）法令等の遵守。 

 

・評価委員会の構成 

 委員の定数 5 人（当該学校の教職員を除く） 

委員の選出区分（地域、学校、企業等、卒業生、保護者） 

 



  

 

・評価結果の活用方法 

 評価結果を反映した、職業に必要な実践的かつ専門的な能力がより修得 

できる改善計画を立案し、PDCA サイクルを回し続ける。 

各年度の２月、校運営会議等で翌年度の実施案を策定する。 

 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

町内会 会長 令和 3 年 11 月 1 日～

令和 4年 10 月 31 日 

地域 

高等学校長 令和 3 年 11 月 1 日～

令和 4年 10 月 31 日 

学校 

企業 代表取締役 令和 3 年 11 月 1 日～

令和 4年 10 月 31 日 

企業等 

同窓会 会員 令和 3 年 11 月 1 日～

令和 4年 10 月 31 日 

卒業生 

保護者会 会長 令和 3 年 11 月 1 日～

令和 4年 10 月 31 日 

保護者 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

 

https://www.anabuki.ac.jp/pdf/2021/adh/adh-rating-

3.pdf?_ga=2.140518962.1246980320.1656899418-

1617545246.1575427892&_bdsid=3X3qDD.o2ylBm9.1656899417414.1656899612&_bd_pre

v_page=https%3A%2F%2Fweb.anabukih.ac.jp%2Finfo%2Finformation%2F&_bdrpf=1&_bd

ld=3X3qDD.o2ylBm9.1656899612 

 

 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

 

https://web.anabukih.ac.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

（別紙） 
 
※この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。 
 
※以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が 1人以上 10 人以下の

場合には、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が 0 人の場合には、「0 人」と

記載すること。 
 

学校名 穴吹デザイン専門学校 
設置者名 学校法人穴吹学園 

 

 

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数 

 
 

 前半期 後半期 年間 

支援対象者（家計急変

による者を除く） 
55 人 53 人 57 人 

内 

訳 

第Ⅰ区分 27 人 28 人  

第Ⅱ区分 － －  

第Ⅲ区分 － －  

家計急変による 

支援対象者（年間） 
  0 人 

合計（年間）   57 人 

（備考） 

 

 

 

※本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学

の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、

第３号に掲げる区分をいう。 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨

学生認定の取消しを受けた者の数 

 

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受け

たことにより認定の取消しを受けた者の数 

 

年間 0 人 

 

 

 



  

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当し

たことにより認定の取消しを受けた者の数 
 

 

 

右以外の大学等 

短期大学（修業年限が２年のものに

限り、認定専攻科を含む。）、高等

専門学校（認定専攻科を含む。）及

び専門学校（修業年限が２年以下の

ものに限る。） 

年間 前半期 後半期 

修業年限で卒業又は修了 

できないことが確定 
人 0 人 0 人 

修得単位数が標準単位数

の５割以下 
（単位制によらない専門学校に

あっては、履修科目の単位時間

数が標準時間数の５割以下） 

人 0 人 0 人 

出席率が５割以下その他 

学修意欲が著しく低い状況 
人 0 人 0 人 

「警告」の区分に 

連続して該当 
人 0 人 0 人 

計 人 0 人 0 人 

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、

当該学業成績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得な

い事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数 

右以外の大学等 
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を

含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専

門学校（修業年限が２年以下のものに限る。） 

年間 人 前半期 0 人 後半期 0 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）

の処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数 

 
 

退学 0 人 

３月以上の停学 0 人 

年間計 0 人 

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給

付奨学生認定の効力の停止を受けた者の数 

 

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより

認定の効力の停止を受けた者の数 
 

３月未満の停学 0 人 

訓告 0 人 

年間計 0 人 

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数 
 

 

 

右以外の大学

等 

短期大学（修業年限が２年のもの

に限り、認定専攻科を含む。）、

高等専門学校（認定専攻科を含

む。）及び専門学校（修業年限が

２年以下のものに限る。） 

年間 前半期 後半期 

修得単位数が標準単位数

の６割以下 
（単位制によらない専門学校に

あっては、履修科目の単位時間

数が標準時間数の６割以下） 

人 0 人 0 人 

ＧＰＡ等が下位４分の１ 人 0 人 － 

出席率が８割以下その他 

学修意欲が低い状況 
人 0 人 － 

計 人 0 人 14 人 

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
備考 この用紙の大きさは，日本産業規格Ａ４とする。 


